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Barrel
• 小樽商科大学学術成果コレクション

Otaru University of Commerce Academic Collection

• 愛称 Barrel = 大きな樽
– 小樽じゃなくて大樽いっぱいに！
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• 04月 設置検討開始, CSI応募

• 08月 研究者へのインタビュー開始

• 10月 サーバ構築

• 10月-1月 学科会議での説明会

• 11月 Barrel 公開（試行）

• 01月 寄贈文献100件突破

• 03月 Barrel 公開（正式運用）

Barrel 2007年度活動

2008/6/12 平成19年度CSI報告交流会（Barrel)



4月：検討開始

何がいちばん大切か？

• IRサーバをたてること？

• 数を集めること？

• 小樽商大らしさ？

• 図書館の存在意義？

• 大学としての説明責任？
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いちばん大切なことは

• 本学の研究者が執筆した文献の
可視性を高めるお手伝いをすること

–図書館にある紀要や貴重書のDBではない

–先生方に自分が文献を出すものなんだ、と
はっきり認識してもらう

• 研究者の信頼を得ること
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8月：事前インタビュー

Barrel構築・運用に反映
&初期協力者に（アドバイス、フォロー）

インタビューをしてわかったこと

• 文系の先生も著作の公開にやぶさかではない

• 「著者最終稿」は存在しない

• 先生の手元にある電子ファイルは初稿で、雑誌掲
載の内容とは大きく異なることが多い

• 判例で必要な情報、紀要で案外気にしている情報
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10‐1月 学科会議での説明会

• 研究者情報DBとの連携を検討してほしい（両
方に情報を出すのは手間なので）

検討

出された意見

• スキャンデータにOCRをかけてほしい

• 研究者ごとに文献が一覧できるといい

• 著作権の関係で本文が公開できないもの
も情報が掲載できるといい

• 一度公開した論文を取り下げることができ
る道があると、気が楽だし提供しやすい

対応

研究者
ページ

メタデータ
再利用機能

2008/6/12 平成19年度CSI報告交流会（Barrel)



研究者ページ（日本初導入）
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メタデータ再利用機能（本学独自）2008/6/12 平成19年度CSI報告交流会（Barrel)



持続的な運用のために

• Barrelを好きになってもらいたい
– 研究者ページ、メタデータ再利用機能

• 文献を出すことを思い出してもらいたい
– 統計（ダウンロード数）を毎月メールでお知らせ

– ロゴの缶バッチ、貸出しバッグ

– 100件ごとに先生にインタビュー

文献を出したくなる ♪
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紀要も

• 電子ジャーナルのように

• OCR,  １件ずつ分類

• 統計お知らせメール

10年分
搭載済み

10年分
ELS依頼

大正15年～

10年分
搭載済み

10年分
ELS依頼

昭和21年～

今年度、搭載したい！

5年分 電子化済み

人文研究

商学討究
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ILL と IR
• A大学から本学に本学著作物のILL依頼

• すぐにBarrelに登録作業をおこない、お知らせ

『商学討究』50(1), 1999 , 1-23
倉田稔「オーストリア・ハプスブルク帝国の…」

• 本学教員ILL申込み
京大所属教員の著作

京都大学経済学部Working paperの2007年の論文であることが判明

• 京大IR担当者に相談

• 紅に登録！のお知らせ

• 本学教員に通知

経済学部 Working paper (外国語文) は
85までリポジトリ「紅」で公開されています
が、87はいつ頃搭載される予定でしょうか？

ケース1

ケース2
Investing Activities in Japanese Venture 

Capital Firms and Venture Capitalists, Kyoto 
University

感謝!!
IRにより無料で
ILLに応えている2008/6/12 平成19年度CSI報告交流会（Barrel)
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